予算要求資料
令和2年度当初予算　支出科目　款：農林水産業費　項：畜産業費　目：家畜保健衛生費
	事業名 大学家畜衛生連携事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　農政部　家畜防疫対策課　防疫指導係　電話番号：058-272-1111（内2885）
　　　　　　　　　　　　E-mail：c11449@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　2,632千円（前年度予算額：5,100千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金
負担金
	使用料
手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
	5,100
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,100

	要求額
	2,632
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	2,632

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
・平成26年3月20日、県と岐阜大学は「家畜衛生に係る教育及び防疫等の連携に関する協定」を締結し、両者が連携して事業を遂行することに合意した。この協定は、全国初の試みとして注目されており、事業の円滑な推進を図るうえでは、十分な事前調整が必要となっている。
・本協定を受け、施設利用・管理、建物使用、土地使用、家畜衛生事業の連携の各専門部会を設置し、平成29年度から大学と連携事業の実施について協議を進めていたが、昨年9月、本県での豚コレラ発生に伴い、連携事業の中身も、従来の事業よりもＣＳＦに特化した調査を行うことが、両者にとって有益であると判断し、協議の結果、合意したところ。
・さらに、調査・分析した内容を本県のみならず、学生にも提供できる機会を得ることで、新たな人材確保、育成に寄与できる。
（２）事業内容
〇岐阜大学と家畜保健衛生所が同一敷地内にある利点を生かし、家畜衛生防疫に関する調査研究を実施する。
〇上記調査を県内外に発信することで、さらなる家畜防疫対策を講じるとともに、学生を中心に新たな人材の確保を行う。
【テーマ】
　農場における野生いのししの防止対策
（３）県負担・補助率の考え方
　　　県の全額負担
（４）類似事業の有無
      無
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	172
	打合せ

	需用費
	861
	消耗品、燃料費、印刷製本費

	委託費
	1,519
	農場における野生いのしし防止対策

	役務費
	37
	通信費、遺伝子検査依頼

	使用料
	43
	調査研究のための高速道路代（ETC）

	合計
	  2,632
	


	　決定額の考え方　



４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
「岐阜県における獣医療を提供する体制の整備を図るための計画」
「岐阜大学との家畜衛生に係る教育と防疫等に関する協定」
・岐阜大学との家畜衛生連携による新たな家畜衛生体制の構築
（２）国・他県の状況
　　　岐阜大学との連携により、幅広い分野での調査研究や県内産業動物獣医師への誘因を図る。
（３）後年度の財政負担
　　　ＣＳＦのまん延を防ぐこと、防疫体制の強化のため継続して必要
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）
	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
1 野生いのししが農場に入ることがないような対策（柵以外）を講じることにより、ＣＳＦの発生農場をなくす。
②県内から、野生いのししの陽性個体をなくす。


（目標の達成度を示す指標と実績）
	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
(前々年度末時点)
	目　標
	達成率

	
	
	
	
	
	
	％
   

	
	
	
	
	
	
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	・経口ワクチンの投入により、野生いのししにはワクチンによる抗体を持った　いのししが捕獲され始めているが、そもそも何頭いるのかといった実態が見えないことから、何％まで抗体が出来上がれば良いのかといった指標を持つことができない。
・さらに、農場へのＣＳＦ発生の防止は、ワクチン接種という新たなフェーズに入っているが、ワクチンの接種が農場への豚コレラウィルスをすべて排除できない。


（前年度の取組）
	


（前年度の成果）
	　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）
	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)
○

	・ＣＳＦの発生における防疫体制の構築と、野生いのししからの感染拡大といった観点から、関係機関の知見を駆使し、農場におけるより強固な防疫体制の強化が求められる。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）
　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）
　 
	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）
　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)
　 

	


（今後の課題）
	〇ＣＳＦ発生農場への再開支援に必要な改善点の模索
・既に発生した農場に対する調査結果の反映と実践（予算を伴う可能性大）


（次年度の方向性）
	〇継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
・岐阜大学を中心とした大学とのネットワークを構築し、農場の防疫強化、家畜防疫体制の強化に特化した調査を実施しながら、より高度な防疫体制を整えた農場とし、安心安全な畜産物の供給を目指す。


（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
	組み合わせ予定のイベント又は事業名及び所管課
	【○○課】

	組み合わせて実施する理由や期待する効果　など
	


